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【第１２回市場公募地方債発行団体合同ＩＲ説明会】 
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市の概要            ～広島市ってこんなまち～            

 ■  人口 1,182,591人 （２０政令市中第１０位）  

           （平成２５年８月１日推計人口）   

 ■  面積 905.41 ㎢ （２０政令市中第４位） 
          （平成２４年年１０月１日現在）                                                        

 ■  気象 平均気温１６．２℃ 年間降水量１,４７８ｍｍ   

            いわゆる「瀬戸内気候区」に属している。  

     

１ 

 

 明治２２年 市制施行 

 昭和２０年 原子爆弾により壊滅 

 昭和２４年 「広島平和記念都市建設法」公布 

 昭和５５年 政令指定都市広島誕生 

 昭和６０年 人口１００万人突破 

 平成 元年  市制施行１００周年 

 平成 ６年 第１２回アジア競技大会広島開催 

 平成１７年 湯来町編入合併 

 平成２１年 （新）広島市民球場開設 

 平成２２年 政令指定都市移行３０周年 

 平成２３年 松井市長就任 

略年表  

ロケーション  

広島市 

太田川デルタ 



不動院金堂（国宝） 

国民宿舎湯来ロッジ 

広島ビッグアーチ 

魅力ある観光資源       ～広島市ってこんなまち～         

広島市現代美術館 

平和記念公園 

２ 

MAZDA Zoom-Zoomスタジアム 広島 
広島城 



春  

四季折々のイベント      ～広島市ってこんなまち～               

３ 

春  夏  

冬  秋  

広島夢みなとまつり 

ひろしまフードフェスティバル 広島ドリミネーション 

広島フラワーフェスティバル 



観光動向            ～広島市ってこんなまち～ 

原爆ドーム 

厳島神社（廿日市市） 

 ■ 入込観光客数 1,087万3,000人（うち外国人観光客36万3,000人） （平成２４年） 

   ８年連続で1,000万人を上回り過去最高 外国人観光客数も大幅増となり過去最高 

原爆ドーム 

ユネスコ  

世界文化遺産 

厳島神社（廿日市市） 
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           ■ 広島の特産品で特に優れた食品・工芸品等を認定し、全国に向けてＰＲ 

              平成１９年度に創設し、現在、６８品を認定 

〔農水産物〕 

  〔酒〕 

〔加工品・惣菜〕 〔調味料〕 

〔菓子〕 

味わいの一品 匠の銘品 

ザ・広島ブランド      ～広島市ってこんなまち～          

５ 



６ 

目指すべき「まち」 ＝ 世界に誇れる「まち」 

世界に誇れる「まち」のイメージ  ～未来を見据えたまちづくり～ 



７ 

まちづくりの基本的な考え方  ～未来を見据えたまちづくり～ 

 

住民の意向に沿った行政運営ができる社会  
真の分権型社会 

国・県との連携  近隣市町との連携 

基礎自治体の機能強化につながる道州制や新たな大都市制度
の導入を目指しつつ、現行制度の枠内でも実現可能な取組を
積極的に実施 

市民のまちづくりへの思いや行動を行政が汲み取り、あるいは
支えながら、広島市全体としてのまちづくりを推進 

真の分権型社会の実現 



８ 

「自分たちのまちは自分たちで創る」
という考えの下、自助・共助・公助の
考え方を踏まえ、住民の皆さんが自
ら主体的に行動             

★ごみのないまちづくり 

★花と緑の広島づくり 

★自転車都市づくり 

★住宅団地の活性化  など 

 

                    

 安全や安心、ゆとり、豊かさ 

       を享受できるまちの実現            

基礎自治体が力をつけることで、
より一層、住民の皆さんの意向
を踏まえた実践的かつ自立的な
行政を展開         

世界に誇れる「まち」の実現 

まちづくりの基本的な考え方  ～未来を見据えたまちづくり～ 

地域コミュニティの再生 



９ 

まちづくりの視点と実施主体 

まちづくりの基本的な考え方  ～未来を見据えたまちづくり～ 

・ 住民、ＮＰＯ、企業等が自主・自立の精神により実施 

・ 住民等と行政が協働して実施 

・ 公益性が特に高い、大規模な事業については、行政
が主体となって実施 

 実施主体 

(1) 全市的なまちづくりの視点 
   → まちづくりを点ではなく、面で考えるべき 
(2) 地域的なまちづくりの視点 
   → まちづくりの主役は地域住民 

視 点 



（平成23年3月事業完了） 

猿猴川 

京橋川 

紙屋町・八丁堀周辺地区との連携 

二
葉
山
軸 

広島駅周辺地区の
整備推進 
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広
島
高
速
５
号
線 

（平成21年4月オープン） 

まちづくりの具体的施策  ～未来を見据えたまちづくり～ 

■二葉の里 

   土地区画整理事業 

■広島駅南口広場
の再整備等 

■南口Ｂブロック市街地再開発事業 

■南口Ｃブロック市街地再開発事業 

 

■広島駅自由通路等整備 

■若草町地区市街地再開発事業 

■広島市民球場 

    周辺地区開発 



江波 

広島駅周辺地区の整備推進 
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まちづくりの具体的施策  ～未来を見据えたまちづくり～ 

若草町地区 
平成23年3月事業完了 

Ａブロック 



完成予想図 

駅前大橋北詰から見た外観イメージ 

（平成25年8月の権利変換計画認可時点（組合作成）） 

まちづくりの具体的施策  ～未来を見据えたまちづくり～ 

広島駅南口Ｃブロック市街地再開発事業 

12 

駅前大橋南詰から広島駅南口方面を見た外観イメージ（組合作成） 

完成予想図 

広島駅南口Ｂブロック市街地再開発事業 

◎ 平成28年度 再開発ビル竣工予定(6月) 
◎ 出店予定事業者  
   西棟 ビックカメラ、もみじ銀行、メガネのタナカ など 

◎ 平成27年度 再開発ビル竣工予定 
◎ 出店予定事業者 商業棟 エデイオン など 



◎ 平成22年7月 
   事業計画認可、事業着手 
  
◎ 平成23年2月 
      基盤整備工事着手 
 
◎ 平成25年度 
      基盤整備完了予定 

保留地   

面積：0.83ha 

道路（2.4ha） 

公園・緑地 

(0.5ha) 
宅地 

(10.9ha) 

施行区域
(13.8ha) 

凡 例 

0 100m 
二葉の里地区開発の現況 

高精度放射線治療センター(仮称)及び 
広島県地域医療総合支援センター(仮称)

建設用地 

広島鉄道病院の建替 広島東警察署用地 

㈱イズミ本社ビル建設中 

落札者：㈱日本アイコム 

落札者：イケア・ジャパン㈱ 

落札者：一般社団法人広島県歯科医師会 

二葉の里 

土地区画整理事業 

まちづくりの具体的施策  ～未来を見据えたまちづくり～ 
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現在のルート 

駅前大橋ルート 

都心部 

広島駅 

南口広場 

路面電車 

駅前大橋ルート（高架）案 

と現行ルート案を比較し、 

地元等に説明を行った後、 

市としての基本方針を決定 

駅前大橋ルートで路面電車を高架とした場合の 

広場再整備案のイメージ 

まちづくりの具体的施策  ～未来を見据えたまちづくり～ 

広島駅南口広場の再整備等 

14 



新幹線口広場新幹線駅ビル

駅ビル(ｱｯｾ)

ﾍ゚ﾃ゙ｽﾄﾘｱﾝﾃ゙ｯｷ

南口広場

広島駅自由通路

地下広場

平成22年1月  都市計画決定 

平成23年12月 支障物件移設工事着手 

平成24年5月  建設工事着手 

平成29年度   供用予定 

断面図 

自由通路完成イメージ 

２階平面図 

まちづくりの具体的施策  ～未来を見据えたまちづくり～ 

広島駅自由通路等整備 

15 



“ひろしま西風新都” 

広島圏域の発展を牽引する 

先導的な「まち」として 

Ａ.ＣＩＴＹヒルズ&タワーズ付近 

0           5km 

 面積 約４,５７０ｈａ 

まちづくりの具体的施策  ～未来を見据えたまちづくり～ 

16 



【都市づくりの目的】 

☞ 西風新都を市民が生き生きと暮らし、 

 働き、集う活力あふれた拠点とし、広島 

 広域都市圏や中四国地方の成長・発 

 展を牽引する。 

★ 西風新都の都市機能 

●選択と集中のもと、２０３０年（平成４２年）までに環状道路を 

 形成する３区間を計画的かつ着実に整備   

西風新都内幹線道路 

 西風新都内幹線道路 

    整備済区間 

    新たな整備区間 

団地内道路の活用又
は既存道路を機能強
化し、幹線道路の機

能を補完させる道路       

計画期間内に開発が

見込まれる地区      

高 速 ４ 号 線 の 

山 陽 自 動 車 道 

へ の 接 続 

スマートIC設置 

まちづくりの具体的施策  ～未来を見据えたまちづくり～ 

活力創造都市“ひろしま西風新都”推進計画2013 
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H9.6 広島高速道路公社設立 

整備計画路線延長 29.0km 

供用区間延長 22.1km 

広島南道路 
太田川放水路渡河部 

H25年度末完成予定 
太田川放水路 

渡河部 
L=1.3km 

（H25.5 撮影） 

H25年度末完成予定 

まちづくりの具体的施策  ～未来を見据えたまちづくり～ 

広島高速道路の整備 
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○期待される効果 

広島東IC 

広島IC 

広島北JCT 

広島JCT 

五日市IC 

志和IC 

中野IC 

瀬野西IC（仮称） 

西部 

吉島 

三入 

大林 

H25年度末供用予定 

・交通渋滞の解消、 
 交通事故の減少 
 
・走行時間短縮によ 
 る輸送効率の向上 
 
・高次医療施設への 
 搬送時間の短縮に 
 よる緊急搬送への 
 貢献 

           等 

H25年度末
供用予定 

H25年度末
供用予定 

平成25年度末に広島南道路、東広島バイパス及び可部バイパス
の一部区間を供用予定 

まちづくりの具体的施策  ～未来を見据えたまちづくり～ 

広島南道路等の供用 

19 



・新たな市営駐輪場の整備 

・民間駐輪場の整備促進  など 
～
と
め
る
～ 

駐 

輪 

場 

整 

備 

・自転車走行ネットワークの形成 

・路面標示等の設置 など 
～
は
し
る
～ 

走 

行 

空 

間 

整 

備 

・ルール・マナーの意識啓発 

・放置自転車対策 など ～
ま
も
る
～ 

ル
ー
ル
・マ
ナ
ー
の
遵
守 

推 進 

・地域の新たな魅力づくりへの活用 

・観光振興への活用 など 
～
い
か
す
～ 

活 

用 

促 

進 

⇒自転車施策の４本柱を総合的に推進 

（今年度からの新たな取組み） 

⇒民間事業者による路上駐輪場の整備や児童向け自転車運転免許制度の導入 等 

大手町通りの自転車走行空間 相生路上駐輪場 

似島での自転車イベントの様子 自転車マナーアップキャンペーンの様子 

まちづくりの具体的施策  ～未来を見据えたまちづくり～ 

自転車都市づくりの推進 ― 平成25年6月 広島市自転車都市づくり推進計画を策定 ― 

20 



・一般財源収入（市税・地方交付税等）の減少 
・義務的な経費（社会保障費・公債費）の増加 

  ・４年間の累計で５８２億円の収支不足が生じる見込み   

  ・後年度の財政負担につながる事業のあり方を見直す 

   ことを通じて、収支構造そのものを変えていくことが重要 

  ・今後見込まれる多額の収支不足を解消するためには、 

歳入・歳出の両面において、それぞれ適切な取組を行う 

   ことが必要 

広島市財政の現状 

財政収支見通し（平成２４年度～平成２７年度） 

財政運営上の課題 

～市の活性化に向けて乗り越えるべき課題～ 

21 

「中期財政収支見通し」 ～世界に誇れる「まち」を実現していく財政運営～   



 
「財政運営方針」 の３つの基本方針 

  ①持続可能な財政構造を確立する財政運営 

  ②地域の活力を生み出す財政運営 

  ③将来世代への責任を果たす財政運営 
   

計画期間内の目標 

  ①収支不足の解消 

   中期財政収支見通しで見込まれた収支不足（平成２４年度５１億円、平成２５年度１４５億円、     

    平成２６年度１６３億円、平成２７年度２２３億円、累計５８２億円）の解消を図る。 

  ②市債残高の抑制 
    政令指定都市の平均を約２割上回っている市民一人当たりの市債残高について、 

    政令指定都市の平均水準を下回るようにする。 

    （１０年間で目標を達成できるよう、臨時財政対策債の残高及び減債基金積立累計額を 

     除いた市債残高を、今後４年間で８％減少させる。）  

  ③財政調整基金を概ね７５億円確保（平成２７年度末） 

計画期間：平成２４年度から平成２７年度までの４年間 

22 

「財政運営方針」の概要 ～世界に誇れる「まち」を実現していく財政運営～   



基本方針に基づく目標達成のための取組 

   

  

  

 

 「将来世代への責任を果たす財政運営」 

 ◎公債費負担の軽減 (２５億円) 

  (満期一括償還債等の可能な範囲での定時償還債への切換えなど）  

 ◎投資的経費の縮減 (５６億円) 

 「持続可能な財政構造を確立する財政運営」 

 ◎市税収入等の確保（収納率の向上） (４７億円) 

 ◎未利用地等の売却促進・市有資産の有効活用 (６３億円) 

 ◎基金の活用（土地開発基金の取崩し） （２７億円） 

 ◎行政改革推進債の発行 (６６億円) 

 ◎人件費の削減等（組織・定数の見直し、退職手当債の発行） (１７１億円) 

 ◎事務・事業の見直し（８０億円） 

 ◎内部管理経費の節減（５０億円） 

 ◎特別会計・企業会計の見直し（３４億円） 

「財政運営方針」の概要 ～世界に誇れる「まち」を実現していく財政運営～   
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「財政運営方針」の達成状況～世界に誇れる「まち」を実現していく財政運営～  
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平成２４年度の実績（決算） 
 

実質収支については、計画上は収支 

 差ゼロであったものが、決算では 

 ２３億円の剰余が生じており、収支が 

 改善しています。 

 

財政調整基金残高については、計画 

 上は５５億円でしたが、決算では 

 ９６億円と計画を上回っています。 

 

市債の臨時財政対策債残高等控除後 

 残高は、土地開発公社の解散に伴い 

 第三セクター等改革推進債（１９３億） 

 を発行したことなどにより、７,４５９億円 

 と、計画を１６５億円上回っています。 

平成２５年度の当初予算 
 

実質収支については、計画どおり、 

 収支差ゼロとなり、収支不足を解消 

 しています。 

 

財政調整基金残高については、計画 

 を６億円下回っています。 

 

市債の臨時財政対策債残高等控除後 

 残高は、土地開発公社の解散に伴う 

 第三セクター等改革推進債（１９３億） 

 を発行したことなどにより、７,３３４億円 

 と、計画を１６４億円上回っています。 

 

今後の財政運営の中で、計画最終 

 年度の平成２７年度末までに、各目標 

 が達成できるよう取り組んでいきます。 

（単位：億円）

平成2６年度 平成2７年度

計画

A

決算

B

差引

B－A

計画

Ｃ

予算

Ｄ

差引

Ｄ－Ｃ
計画 計画

1,971 1,997 26 1,981 1,966 ▲ 15 1,985 1,975

歳 242 239 ▲ 3 242 239 ▲ 3 242 242

395 411 16 395 365 ▲ 30 395 400

1,159 1,136 ▲ 23 1,186 1,171 ▲ 15 1,204 1,204

678 896 218 673 657 ▲ 16 642 686

入
うち
臨時財政対策債 335 337 2 335 370 35 335 341

1,441 1,174 ▲ 267 1,423 1,299 ▲ 124 1,523 1,557
うち
財政調整基金
繰入金 75 46 ▲ 29 0 40 40 0 0

計 a 5,886 5,853 ▲ 33 5,900 5,697 ▲ 203 5,991 6,064

3,371 3,282 ▲ 89 3,375 3,415 40 3,368 3,391

歳 人 件 費 848 827 ▲ 21 841 840 ▲ 1 838 856

う ち 退 職 手 当 86 86 0 86 85 ▲ 1 88 112

物 件 費 ・
維 持 補 修 費 664 647 ▲ 17 652 675 23 628 609

扶 助 費 1,406 1,359 ▲ 47 1,424 1,434 10 1,442 1,461

補 助 費 等 453 449 ▲ 4 458 466 8 460 465

834 842 8 790 737 ▲ 53 810 788

(10) (8) (▲ 2) (10) (9) (▲ 1) (10) (10)

出 824 808 ▲ 16 865 873 8 931 989

857 847 ▲ 10 870 672 ▲ 198 882 896

計 b 5,886 5,779 ▲ 107 5,900 5,697 ▲ 203 5,991 6,064

差　引　ｃ=a-b 0 74 74 0 0 0 0 0

51 51 0 0

0 23 23 0 0 0 0 0

財政調整基金残高 55 96 41 62 56 ▲ 6 69 75

10,522 10,590 68 10,706 10,930 224 10,778 10,815

7,294 7,459 165 7,170 7,334 164 7,008 6,853

※　臨時財政対策債残高等控除後残高とは、市債総残高から臨時財政対策債の残高及び減債基金積立金累計額を除いた残高である。

そ の 他

　　翌年度へ
充当すべき財源　d

実質収支　c - d

年 度 末 市 債 残 高

臨時財政対策債残
高 等 控 除 後 残 高

平成25年度

市 債

そ の 他

消 費 的 経 費

投 資 的 経 費

（ う ち 人 件 費 ）

公 債 費

区　　　　　　分

平成24年度

市 税

地 方 譲 与 税 等

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金



  ■ 本市の基本コンセプトの実現に向けた、これまでの 

  まちづくりの基礎・基盤を踏まえ、「世界に誇れる 

     『まち』の実現に向けた取組を加速させるための 

      予算」と位置付け  

 ■ 一般会計、特別会計、企業会計の 全会計の 

   予算規模は、１兆１，４７４億円で 対前年度比 

      ０．８％の減少  

 ■ 一般会計の予算規模は、５，６９７億円で 

   対前年度比３．２％の減少 

   

（単位：億円、％） 

区            分 平成25年度 平成24年度 差 引 伸び率

一 般 会 計 5,697 5,886 ▲ 189 ▲ 3.2

特 別 会 計
（ １ ８ 会 計 ）

3,793 3,642 151 4.2

企 業 会 計
（ ３ 会 計 ）

1,983 2,036 ▲ 53 ▲ 2.6

合 計 11,474 11,564 ▲ 90 ▲ 0.8

一般会計歳入 ５，６９７億円 

市税１，９６６億円 

 （３４.５％） 

地方交付税３６５億円 

 （６．４％） 

国庫支出金 

１，１７１億円 

 （２０．６％）       
市債６５７億円 

 （１１．６％）   

その他１，５３８億円 

 （２６.９％）   

全会計の予算規模１兆１，４７４億円 

一般会計歳出 ５，６９７億円 

人件費８４０億円 

  （１４．７％） 

扶助費 

１，４３４億円 

 （２５．２％） 

公債費６５３億円 

 （１１．５％）       

 

投資的経費７３７億円 

 （１２．９％）   

その他２，０３３億円 

 （３５．７％）   

平成２５年度当初予算          ～予算・決算等の状況～ 
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 ■ 公共事業費については、国の緊急経済対策のフレームを踏まえ、国の「１５か月予算」に対応して、 

    平成２５年度当初予算と平成２４年度２月補正予算を一体のものとして編成している。 

  

  ■ また、国の緊急経済対策における地方への財政措置を踏まえ、財政規律にも配慮しながら、「選択と 

    集中」の考え方に基づき真に必要な事業を計上している。  

   

平成２５年度当初予算          ～予算・決算等の状況～ 

26 

公共事業費（一般会計）の予算  

区 分 

国の「１５か月
予算」に対応
する予算 

（Ａ） 

平成２４年度 
当初予算額 

（Ｂ） 
差引(Ａ)－(Ｂ) 平成２５年度 

当初予算額 
平成２４年度 
２月補正予算額 伸率 

公共事業費 872億227万3千円 736億7,942万5千円 135億2,284万8千円 833億6,688万1千円 38億3,539万2千円 4.6% 

 

道路新設改良、街路整備、国施行道路整備事業負担金 

白島新駅の整備、広島駅自由通路等の整備 

広島駅南口周辺地区市街地再開発（Ｂブロック）、京橋会館の更新 

学校の校舎耐震化対策・空調設備整備 

 

緊急経済対策として計上した主な公共事業（２月補正予算） 



  ■ 歳入歳出とも、平成１７年度以来、７年ぶりの減少 

      実質収支は、平成１５年度から１０年連続で増加 

 
 ■ 歳入では、土地開発公社の解散に伴い 

   諸収入が対前年度比２７．７％の減 

   市債が第三セクター等改革推進債の発行など 

  により前年度比２４．５％の増 

   ■  歳出では、人件費が前年度比２．４％の減、 

   投資的経費が前年度比１．１％の増 

（単位：億円、％） 

   

決算収支の推移と平成２４年度決算    ～予算・決算等の状況～ 

一般会計歳入 ５，８５３億円 

市税１，９９７億円 

 （３４.１％） 

地方交付税４１１億円 

 （７．０％） 

国庫支出金 

１，１３６億円 

 （１９．４％）       

市債８９６億円 

 （１５．３％）   

その他１，４１３億円 

 （２４.２％）   

一般会計歳出 ５，７７９億円 

人件費８２７億円 

  （１４．３％） 

扶助費 

１，３５９億円 

 （２３．５％） 

公債費５７２億円 

 （９．９％）       

 

投資的経費８４２億円 

 （１４．６％）   

その他２，１７９億円 

 （３７．７％）   

2,309
2,239

2,188

2,095

2,0051,970
1,918

4,000

5,000

6,000

7,000

18 19 20 21 22 23 24

1,000

1,500

2,000

2,500

歳入 歳出 実質収支※  実質収支とは、形式収支（＝歳入総額－歳出総額）から 

     翌年度に繰り越した事業に要する一般財源を差し引いたものです。 

（億円） （百万円） 

（年度） 
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一般会計決算収支の推移 



11 

億円 

年度 

 ■ 個人市民税２９億円の増 法人市民税２０億円の増 固定資産税４２億円の減 収納率０．７ポイント改善 

市税収入決算の推移           ～予算・決算等の状況～ 

億円 ％ 

354 353 354 346 347 333 322 314 313 304 304 307 303 306 318 309

920 941 955 927 927 915 872 853 847 799 802 813 806 809 808 766

262 234 218 225 210 200 226 240 241 290 288 286 198 228 217 237

717 651 627 599 590 574 556 534 561 609 707 720
716 668 656 685

2,253 2,179 2,154 2,097 2,074 2,022 1,976 1,941 1,962 2,002
2,101 2,126

2,023 2,011 1,999 1,997

95.6 95.4 94.9 94.3 94.1 94.0 94.4 94.6 95.1 95.5 95.8 95.8 95.4 95.5 95.8 96.5

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

個人市民税

法人市民税

固定資産税

その他

収納率

年度 
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億円 

91
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72

79
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114

123

112

110
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143

131

96
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120

    11        12       13      14      15      16       17       18     19     20     21     22      23    24 年度 

財政調整基金残高の推移      ～予算・決算等の状況～ 
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0

200

400

600

800

1000

1200

0 

1,000 

2,000 

3,000 

4,000 

5,000 

6,000 

7,000 

8,000 

9,000 

10,000 

11,000 

億円 

２４ 臨時財政対策債
残高等控除後残高

（左軸） 

７，４５９億円 

 

２４ 市債残高総額（左軸） 

１兆５９０億円 

  1     2     3     4     5      6     7     8     9    10    11  12    13   14    15    16   17    18   19    20    21   22    23    24 年度 

一般会計市債残高の推移      ～予算・決算等の状況～ 

２４ 減債基金残高（右軸） 

１，１１２億円 

 

億円 
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  臨時財政対策債残高等控除後残高とは、 

    市債残高総額から 

  ① 臨時財政対策債の残高 

  ② 減債基金積立累計額  

                  を除いた市債残高 



  
 ■  実質公債費比率、将来負担比率とも基準値に達していない。 

     

健全化判断比率の状況     ～広島市の財政の現状分析～ 

31 

区   分
広島市
の状況

早期
健全化
基準

財政
再生
基準

実質
赤字比率

―
(実質赤字は

生じていない)
11.25 20.00

連結実質
赤字比率

―
(実質赤字は

生じていない)
16.25 30.00

実質
公債費
比率

15.9 25.0 35.0

将来
負担比率 238.7 400.0

札幌市

仙台市

さいたま市

千葉市

横浜市

川崎市

相模原市

新潟市

静岡市

浜松市

名古屋市

京都市

大阪市

堺市

神戸市

岡山市

広島市

北九州市

福岡市

熊本市

0.0 

50.0 

100.0 

150.0 

200.0 

250.0 

300.0 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 

将
来
負
担
比
率
（
％
）

実質公債費比率（％）

政令市の健全化判断比率の分布状況（２４年度決算）



   

▲ 38

▲ 355

30

▲ 37

86

232

243

365

217

289
323

345
381

382

421

141

84

44

▲ 158

▲ 245

▲ 86

▲ 150

▲ 198

▲ 176

▲ 25

▲ 54

▲ 5

▲ 251

▲ 88

▲ 55

121

230
254

241

239

215

81

▲ 101

▲400

▲300

▲200

▲100

0

100

200

300

400

500

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

平成13年度以降の点線（緑色）は、 

臨時財政対策債を含んだ場合 

年度 

プラス ：借入＜返済 

マイナス：借入＞返済 

プライマリーバランスの推移 ～広島市の財政の現状分析～ 

平成１１年度以降 

黒字を確保 

億円 

32 
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広島市の財務書類４表    ～広島市の財政の現状分析～ 
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貸借対照表 （バランスシート）（平成２５年３月３１日現在） 

 左側に「資産」、右側に「負債」と「純資産」を対照表示したもので、年度末時点で、どのような資産を

どのような財源で形成してきたかを表しています。 

 連結ベースの資産は、減債基金の増等により45億円の増となっています。負債は、第三セクター等

改革推進債の発行等により連結ベースで90億円の増となっています。 

資産の部 負債の部 

 普通会計 単 体 連 結  普通会計 単 体 連 結 

公共資産 

 

投資等 

 

流動資産 

2 兆 5,741 億円 

 

3,975 億円 

 

296 億円 

3 兆 9,507 億円 

 

2,875 億円 

 

904 億円 

4 兆 2,323 億円 

 

1,686 億円 

 

1,056 億円 

固定負債 

流動負債 

1 兆 550 億円 

1,102 億円 

1 兆 6,970 億円 

1,764 億円 

1 兆 8,355 億円 

2,190 億円 

負債合計 1 兆 1,652 億円 

 

1 兆 8,734 億円 

2 兆 545 億円 

 

 

純資産の部 

 普通会計 単 体 連 結 

純資産合計 1 兆 8,360 億円 2 兆 4,552 億円 2 兆 4,520 億円 

資産合計 3 兆 12 億円 

 

4 兆 3,286 億円 

4 兆 5,065 億円 

 

 

負債及び 

純資産合計 
3 兆 12 億円 4 兆 3,286 億円 4 兆 5,065 億円 

 ※ （ ）書は前年度（23年度）末の値、［ ］書は対前年度比較の値を記載しています。 

（4 兆 5,020 億円） 
［+45 億円］ 

（2 兆 455 億円） 
［+90 億円］ 



行政コスト計算書 （平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日） 

広島市の財務書類４表    ～広島市の財政の現状分析～ 

  １年間の行政活動のうち、資産形成以外の活動に要した経費と、その財源となる使用料や手数料等

の収入の関係を表しています。 

  連結ベースの経常費用は、生活保護費などの社会保障給付や介護保険事業等に係る保険給付

費の増等に伴う移転支出的なコストの増等により64億円の増、経常収益は、広島市土地開発公社に

おける保有土地の売却収入の皆減等により24億円の減となっています。 34 

項  目 普通会計 単 体 
連 結 

24 年度 23 年度 比較 

経常費用 4,243 億円 6,950 億円 8,022 億円 7,958 億円 ＋64 億円 

人にかかるコスト 

物にかかるコスト 

移転支出的なコスト 

その他のコスト 

860 億円 

929 億円 

2,276 億円 

178 億円 

1,211 億円 

1,389 億円 

3,905 億円 

445 億円 

1,364 億円 

1,363 億円 

4,819 億円 

476 億円 

1,385 億円 

1,419 億円 

4,680 億円 

474 億円 

△21 億円 

△56 億円 

＋139 億円 

＋2 億円 

経常収益 213 億円 1,229 億円 1,407 億円 1,431 億円 △24 億円 

純経常行政コスト 

（経常費用－経常収益） 
4,030 億円 5,721 億円 6,615 億円 6,527 億円 ＋88 億円 

 



23 

広島市の財務書類４表    ～広島市の財政の現状分析～ 

純資産変動計算書 （平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日） 

資金収支計算書（平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日） 

35 

バランスシートにおける純資産

（国・県や、過去及び現世代が

負担した将来返済が不要な財

産）の１年間の増減を表してい

ます。 

１年間の資金の増減を「経常

的収支」、「資本的収支」、「財

務的収支」の３つに区分して表

示したもので、どのような活動に

資金が必要であったかを表して

います。 

項   目 普通会計 単 体 連 結 

期首純資産残高 1 兆 8,475 億円 2 兆 4,609 億円 2 兆 4,565 億円 

財源の変動 

資産形成充当財源の変動 

その他の純資産の変動 

△413 億円 

298 億円 

 - 

△225 億円 

＋168 億円 

 - 

＋3 億円 

△49 億円 

＋1 億円 

当期変動額 △115 億円 △57 億円 △45 億円 

期末純資産残高 1 兆 8,360 億円 2 兆 4,552 億円 2 兆 4,520 億円 

 

項   目 普通会計 単 体 連 結 

期首資金残高 163 億円 543 億円 644 億円 

経 常 的 収 支 

資 本 的 収 支 

財 務 的 収 支 

454 億円 

△729 億円 

303 億円 

968 億円 

△939 億円 

23 億円 

1,051 億円 

△761 億円 

△210 億円 

当期資金収支額 28 億円 52 億円 80 億円 

経費負担割合変更に伴う差額 - - 0 

期末資金残高 191 億円 595 億円 724 億円 
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広島市の財務書類４表    ～広島市の財政の現状分析～ 

市民１人あたりの状況 

・ 数値は各年度末（3月31日）現在の住民基本台帳人口（24年度 1,182,403人、23年度 1,177,934人）を
基に算出しています。（住民基本台帳法の改正に伴い、平成24年度分から住民基本台帳人口に外国人住民
が加わったことから、平成23年度分の人口は住民基本台帳人口に外国人登録人口を加えています。） 

・ 市民１人当たりの負債額は連結で174万円であり、そのうち99万円は、主に市税により返済します。差額75
万円は、主に下水道（45万円）、広島高速道路公社（9万円）、水道（8万円）、病院（5万円）の負債であり、主
に使用料収入等により返済します。 36 

 

項  目 

市民１人当たり数値 

普通会計 単 体 
連   結 

24 年度 23 年度 比 較 

貸

借

対

照

表 

資産額 254 万円 366 万円 381 万円 382 万円 △1 万円 

負債額 99 万円 158 万円 174 万円 174 万円 - 

純資産額 155 万円 208 万円 207 万円 208 万円 △1 万円 

行
政
コ
ス
ト
計
算
書 

経常費用 36 万円 58 万円 68 万円 67 万円 ＋1 万円 

経常収益 2 万円 10 万円 12 万円 12 万円 - 

純経常費用 34 万円 48 万円 56 万円 55 万円 ＋1 万円 



 
 
 
 

 
 

 
  
  
 

 
 
  
 
  

市債購入 

まちづくり 

公園、道路、街路、 学校 

消防署 、防災基盤整備 など 

市債の紹介               ～広島市債について～ 

37 

 「市債の役割」   
一時的に多額の出費を必要とする公共施設の建設などの財源確保を 
図り、その返済を元利償還という形で長期間分割することにより、財政 
負担を平準化し、 世代間の負担の公平性を保つことができます。 

 
 「市債の用途」 
 

 「世界に誇れるまち」を実現するための都市基盤整備や市民生活に 
  身近な公共施設整備などに活かされています。 

 
 「市債を購入すると」 

市  債  と  は  

安全確実な地方債 

元利償還に対
する国の     
財源保障 

起債協議 

届出制度 

減債基金を活
用した計画的
な負債管理 

財政 

再建制度 

ＢＩＳ規制 

リスクウエイト
０％ 

行財政改革の
積極的な推進 



 
「市場公募債の発行及び安定消化の継続」 

 全国型市場公募債（１０年債）を昭和５７年度から継続して発行、平成２２年度から５年債も発行 

 共同発行市場公募債の発行に平成１５年度から参加 

 流動性向上のため、年間を通じ発行を平準化、発行規模も増加 

 超長期債など年限の多様化も継続して検討 
 

回号 年限 発行日 発行額 
表面 
利率 

応募者 
利回り 

平成23年度
第4回 

１０年 H23.12.26 100億円 1.06% 1.067% 

平成23年度
第5回 

１０年 H24.2.27 100億円 1.01% 1.016% 

平成24年度
第1回 

５年 H24.10.25 100億円 0.22% 0.226% 

平成24年度
第2回 

１０年 H24.12.25 100億円 0.70% 0.705% 

平成24年度
第3回 

１０年 H25.2.25 100億円 0.79% 0.796% 

平成25年度
第1回 

５年 H25.10.25 100億円 0.23% 0.236% 

資金調達の方針  ～政府資金等から民間資金へ～  

市債発行額の推移  市債の直近の発行実績  

起債運営方針              ～広島市債について～ 

38 
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銀行等引受債 政府資金等
億円 

年 

度 



金 融 機 関 名 シェア 金 融 機 関 名 シェア

広 島 銀 行 19.0 野 村 證 券 11.0

み ず ほ 銀 行 15.5 大 和 証 券 10.0

三 井 住 友 銀 行 2.0 Ｓ Ｍ Ｂ Ｃ 日 興 証 券 10.0

三 菱東 京 Ｕ ＦＪ 銀行 1.5 み ず ほ 証 券 9.5

新 生 銀 行 2.0
三菱ＵＦＪモルガン・
ス タ ン レ ー 証 券

5.0

三 井 住 友 信 託 銀 行 0.5 岡 三 証 券 2.0

も み じ 銀 行 6.5 東 洋 証 券 1.5

広 島 信 用 金 庫 3.0 丸 三 証 券 1.0

計［８］ 50.0 計［８］ 50.0

銀　行　団　 　証　券　団　 

１０年債

金 融 機 関 名 シェア 金 融 機 関 名 シェア

広 島 銀 行 19.0 野 村 證 券 11.0

み ず ほ 銀 行 15.5 大 和 証 券 10.0

三 井 住 友 銀 行 2.0 Ｓ Ｍ Ｂ Ｃ 日 興 証 券 10.0

三 菱東 京 Ｕ ＦＪ 銀行 1.5 み ず ほ 証 券 9.5

新 生 銀 行 2.0
三菱ＵＦＪモルガン・
ス タ ン レ ー 証 券

5.0

三 井 住 友 信 託 銀 行 0.5 岡 三 証 券 2.0

も み じ 銀 行 6.5 東 洋 証 券 1.5

広 島 信 用 金 庫 3.0 丸 三 証 券 1.0

計［８］ 50.0 計［８］ 50.0

銀　行　団　 　証　券　団　 

５年債

市場公募債 発行年限 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

5年 100 100

10年 100 100 200

共同発行 10年 50 30 50 60 50 60 300

0 50 0 30 0 50 100 60 100 50 100 60 600

個別発行

合計

※単位：億円、発行額は全会計ベース（借換債含む。） 

借入予定総額は１，３５２億円 

  うち民間資金借入予定額は１，１２４億円 

               （全体の８３．１％） 

市場公募債の発行予定総額は６００億円 

               （全体の４４．４％）   

  うち広島市個別発行分は３００億円 

               （全体の２２．２％）  

銀行等引受債の発行予定額は５２４億円 

               （全体の３８．７％） 

発行計画                 ～広島市債について～ 

平成２５年度広島市債発行計画  

広島市債引受シンジケー ト団  
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「対話・ビジョン・実行」 によって市政に活力を生み出す 

  

  

 

 

 

 

 広島の「秘めたる力」を引き出す一連の対応や行動 
 

 夢であると同時に展望であり、実現するためのもの 

  ビジョンを大切にしながら、今置かれた状況に真剣に向き合い、確実に実現 

対 話 

ビジョン 

実 行 

■ 本資料は、広島市債の購入をご検討いただいている投資家の方々に、広島市の財政状況等について説明することを目的とする 
 ものであり、特定の債券の売り出しまたは募集を意図するものではありません。 
■ 本資料中、平成２４年度決算に係る数値等については平成２５年１０月時点での見込みであり、今後変更となる可能性があります。 

   
 【本資料に関するお問い合わせ先】 

  広島市財政局財政課資金係 

  ＴＥＬ  ０８２－５０４－２０７４、ＦＡＸ  ０８２－５０４－２０９９ 

  Ｅ-ｍａｉｌ zaisei@city.hiroshima.lg.jp 

  ＨＰ http://www.city.hiroshima.lg.jp/index2.html 

     トップページ ➡ 市政全般 ➡ 広島市の概要➡ 市の財政 ➡ 市債・投資家情報 

広島を世界に誇れる 「まち」 に 


